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　思い返してみると，私が学生時代に肛門の疾患や診察法について詳しく学んだ記憶は，ほとんどあ
りません．大学を卒業し，外科・消化器外科の研修を受けるなかでも，大学病院や地域の基幹病院で
の診療の中心は癌や急性腹症であり，痔核や裂肛，痔瘻などの肛門疾患にじっくり向き合う機会は限
られていたように思います．
　その後，消化器外科専門医として大腸外科，特に炎症性腸疾患を専門とするようになり，クローン
病の肛門病変という特殊な領域を通して，本格的に肛門疾患に関わるようになりました．最初は不安
もありましたが，学会での講演を聴き，書籍を読み込み，専門の先生方に直接質問をして学びなが
ら，少しずつ診療の手応えを得られるようになっていきました．
　肛門外科診療において常に心掛けているのは，私がクローン病の肛門病変診療に携わるようになっ
た頃，大先輩から教わった「過ぎたるはなお及ばざるが如し」という言葉です．肛門括約筋に対して
過剰な処置を加えることで機能障害を引き起こしてしまうと，取り返しがつきません．必要最低限の
介入にとどめ，不足があれば後から追加するという慎重さが求められるという心構えです．
　「どこまで攻めて，どこで留まるか」．この判断は外科医にとって常に求められるものであり，命に
直結しない肛門疾患の手術では，時により一層難しい問題になります．だからこそ，豊富な経験に裏
打ちされた知識と，患者一人ひとりに合わせた繊細な判断が求められます．
　本号では，肛門科の第一人者である岡本欣也先生のご発案のもと，痔核治療のエキスパートの先生
方にご執筆いただきました．診断から保存的治療，手術療法に至るまで，日常診療に役立つ知見が凝
縮された内容となっております．多くの外科医，消化器外科医にとって，肛門疾患は「少し苦手」な
分野かもしれませんが，本特集がそのハードルを少しでも下げ，より自信をもって診療に臨める一助
となれば幸いです． （水島恒和）
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